
六
三

十
返
舎
一
九
の
手
紙
（
紹
介
）

中　

山　

尚　

夫

　

十
返
舎
一
九
の
自
筆
書
簡
に
つ
い
て
は
、
新
聞
紙
上
等
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
が
何
度
か
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
一
九
の
手
紙
を
紹
介

し
て
、
こ
の
手
紙
に
つ
い
て
、
そ
の
宛
先
や
い
つ
の
も
の
か
を
検
証
し

よ
う
と
思
う
。

　

当
該
の
手
紙
は
、
複
写
の
通
り
で
あ
り
、
筆
跡
や
内
容
か
ら
一
九
自

身
の
手
に
な
る
も
の
と
断
定
で
き
る
。
手
紙
の
持
ち
主
は
現
在
東
京
都

内
に
在
住
す
る
会
社
員
の
方
で
、い
わ
ゆ
る
国
文
学
（
特
に
近
世
文
学
）

の
研
究
者
で
は
な
い
。

　

筆
者
は
そ
の
方
か
ら
本
手
紙
の
全
文
・
内
容
・
解
説
と
を
本
誌
に
掲

載
す
る
許
可
を
得
た
こ
と
を
初
め
に
お
断
り
す
る
。

　
　
　
　

〇

　

左
が
手
紙
の
複
写
で
あ
る
。
手
紙
の
装
丁
に
若
干
の
疑
念
が
な
い
で

は
な
い
が
（
尚
々
書
の
直
前
の
数
文
字
）
こ
れ
に
従
う
し
か
な
い
。
文

字
は
比
較
的
読
み
や
す
く
感
じ
ら
れ
た
。
一
九
の
自
筆
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
が
な
い
。
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次
に
手
紙
文
を
全
文
翻
字
す
る
。

幸
便
ニ
付
一
筆
奉
申
上
候
。

誠
に
ニ
其
后
者
御
無
音
仕
候
。
益

御
万
福
披
遊
御
座
候
。
奉
恐
慶
候
。

野
子
今
般
当
国
江
罷
越
候
處

葛
塚
ニ
而
此
便
御
座
候
故
、
乍
序

御
安
否
相
伺
申
候
。
今
度
者
御
地
江
は

参
り
不
申
候
。
差
急
キ
候
ニ
付
乍
残
念

不
奉
尊
意
候
。
又
々
両
三
年
之
内

村
上
邊
江
罷
越
候
間
、
其
節
御
尋

可
申
上
と
披
存
候
。
先
幸
便
御
座
候
。

早
々
御
訊
問
如
此
御
座
候
。
乍
憚

各
様
ヘ
宣
御
傳
聲
披
成
下
度

奉
願
上
候
。
恐
惶
謹
言

　
　

六
月
七
日　
　
　

十
返
舎
一
九
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尚
々
水
原
ニ
而
市
嶋
右
二
郎
様
段
々

御
世
話
ニ
罷
成
候
。
誠
ニ
難
有
御
座
候
。

毎
度
御
噂
申
暮
候
。
已
上
。

　

書
き
下
し
は
、

幸
便
に
つ
き
一
筆
申
し
上
げ
奉
り
候
。

誠
に
其
の
后
御
無
音
つ
か
ま
つ
り
候
。
益
々

御
万
福
に
遊
ば
さ
れ
御
座
候
。
恐
慶
奉
り
候
。

野
子
今
般
当
国
へ
ま
か
り
こ
し
候
処
、

葛
塚
に
て
こ
の
便
御
座
候
故
、
つ
い
で
な
が
ら

御
安
否
相
伺
い
申
し
候
。
こ
の
度
は
御
地
へ
は

参
り
申
さ
ず
候
。
差
し
急
ぎ
候
に
付
き
、
残
念
乍

尊
意
た
て
ま
つ
ら
ず
候
。
又
ま
た
両
三
年
の
う
ち
に

村
上
あ
た
り
へ
罷
越
し
候
間
、
そ
の
御
尋
ね

申
し
上
ぐ
べ
き
と
存
ぜ
ら
れ
候
。
ま
ず
幸
便
御
座
候
。

早
々
に
ご
訊
問
か
く
の
ご
と
く
御
座
候
。
憚
り
な
が
ら

各
様
へ
宜
し
く
ご
傳
聲
に
な
ら
れ
下
さ
れ
た
く

願
い
上
げ
奉
り
候
。
恐
惶
謹
言
。

　
　

六
月
七
日　
　
　

十
返
舎
一
九

尚
々
水
原
に
て
市
嶋
右
二
郎
様
段
々

お
世
話
に
罷
り
成
り
候
。
誠
に
有
難
く
御
座
候
。

毎
度
お
噂
申
し
暮
ら
し
候
。　

已
上
。

　

解
釈
と
し
て
は
、

幸
便
（
好
都
合
の
便
り
。
よ
い
つ
い
で
。）
に
つ
き
一
筆
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

本
当
に
そ
の
後
ご
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。
益
々

お
幸
せ
に
お
過
ご
し
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

私
は
こ
の
た
び
、
こ
の
越
後
国
へ
来
ま
し
た
の
で
、

葛
塚
で
こ
の
手
紙
を
書
い
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
つ
い
で
で
す
が

（
あ
な
た
様
の
）御
安
否
を
お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
そ
ち

ら
へ
は

行
か
れ
ま
せ
ん
。
急
い
で
お
り
ま
す
の
で
、
残
念
な
が
ら

ご
尊
意
に
沿
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
二
・
三
年
の
う
ち
に
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村
上
あ
た
り
に
参
り
ま
す
の
で
、
そ
の
折
に
お
尋
ね

申
し
上
げ
よ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
お
便
り
を
い
た
し
ま
す
。

早
々
の
御
訊
問
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
次
第
で
す
。
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、

皆
様
へ
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
れ
た
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
恐
惶
謹
言
。

　
　

六
月
七
日　
　
　

十
返
舎
一
九

な
お
、
水
原
で
は
市
嶋
右
二
郎
様
に
い
ろ
い
ろ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
有
難
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
つ
も
お
噂
を
し
て
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
。

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

さ
て
文
中
に
出
る
地
名
は
「
当
国
」「
葛
塚
」「
村
上
」「
水
原
（
ス
イ

バ
ラ
と
読
む
ら
し
い
）」
で
あ
る
。（
厳
密
に
は
「
当
国
」
は
地
名
で
は

な
い
が
）「
当
国
」
が
国
名
で
あ
り
、「
越
後
国
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
そ
れ
は
手
紙
の
内
容
や
他
の
氏
名
か
ら
わ
か
る
。「
葛
塚
」は

現
在
新
潟
市
に
属
し
、「
水
原
」
は
新
潟
県
阿
賀
野
市
に
属
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
「
村
上
」
が
新
潟
県
村
上
市
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
こ
の

手
紙
は
、
一
九
が
現
在
の
新
潟
県
、
当
時
の
越
後
国
へ
行
っ
た
時
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宛
先
・
宛
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
葛
塚
で
書
い

た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
村
上
市
か
そ
の
近
辺
に
住
む
人
物
に
宛
て
た

も
の
と
推
察
す
る
。

　

手
紙
の
内
容
は
、
か
つ
て
世
話
に
な
っ
た
人
に
宛
て
た
も
の
で
、
そ

の
後
の
無
沙
汰
を
詫
び
、
そ
の
人
物
の
多
幸
を
喜
ぶ
と
い
う
形
か
ら
始

ま
る
。
自
分
（
一
九
）
が
今
般
ま
た
越
後
国
壁
へ
来
、
今
葛
塚
に
滞
在

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
こ
の
手
紙
を
書
い
て
宛
先
人
の
安
否
を
尋
ね
て

い
る
。
ま
た
今
回
の
旅
は
忙
し
い
の
で
宛
先
人
の
居
住
地
へ
は
行
け
ず
、

宛
先
人
と
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
ま
た
二
・
三
年
の

内
に
は
村
上
近
辺
に
行
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
節
に
お
尋
ね
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
お
手
紙
で
そ
の
旨
を
申
し
上
げ
る
。
と
い
う

も
の
で
、
皆
様
方
へ
宜
し
く
伝
え
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

る
。
と
い
う
も
の
で
、挨
拶
状
の
一
種
と
い
え
よ
う
。
尚
々
書
（
追
伸
）

が
あ
り
、
水
原
で
は
市
嶋
右
二
郎
様
に
様
々
お
世
話
に
な
っ
た
。
誠
に
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有
難
く
、
日
ご
ろ
か
ら
い
つ
も
市
嶋
様
の
お
噂
を
し
て
い
る
。
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　

十
返
舎
一
九
が
越
後
国
へ
行
っ
た
の
は
確
実
な
と
こ
ろ
そ
の
生
涯
に

二
度
あ
る
（
彼
の
著
作
に
よ
る
）。
す
な
わ
ち
、

　

①　

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
五
十
歳

七
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
信
州
・
越
後
・
会
津
遊
歴
の
旅
（
門

弟
花
垣
同
道
）。

　
　



去
秋
越
後
行
脚
の
紀
行
を
其
の
ま
ゝ
金
草
鞋
と
な
し
て
此
春

の
新
版
と
す
（『
金
草
鞋
』
八
編
緒
言
、
文
化
三
年
刊
）。

　
　



予
去
秋
七
月
東
都
を
た
ち
て
信
州
善
光
寺
に
詣
た
り
し
序
越

後
高
田
に
出
そ
れ
よ
り
柏
崎
出
雲
新
発
田
を
経
て
会
津
に
出

帰
国
せ
し
に
よ
り
（『
金
草
鞋
』
八
編
口
上
、
同
前
刊
）。

　
　



此
草
子
の
さ
く
し
や
去
年
此
ち
へ
ゆ
う
れ
き
し
た
り
し
に
に

ゐ
が
た
へ
い
た
り
し
は
十
月
み
そ
か
の
こ
と
な
り
け
り（『
金

草
鞋
』
八
編
「
新
潟
」
項
本
文
、
同
前
刊
）。

　

②　

文
化
十
五
年
（
文
政
元
年
、
一
八
一
八
）
五
十
四
歳

　

四
月
十
六
日
に
江
戸
出
立
、
越
後
・
信
州
・
上
州
へ
の
旅
。
八

月
十
日
過
ぎ
に
江
戸
帰
着
。

　

越
後
塩
沢
在
住
の
友
人
、
鈴
木
牧
之
を
訪
ね
る
こ
と
が
目
的
で
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
三
国
遊
歴
を
実
行
し
た
。
旅
の
模
様
は
文
政

三
年
（
一
八
二
〇
）
刊
の
『
滑
稽
旅
烏
』
初
編
に
詳
し
い
。
以
下

そ
れ
よ
り
、
越
後
国
に
関
す
る
箇
所
を
述
べ
る
。

　

四
月
二
十
六
日
塩
沢
の
牧
之
宅
を
訪
れ
、
三
日
間
滞
留
。
こ
の

間
山
中
に
て
熊
狩
り
を
体
験
、
山
中
に
一
泊
、
清
水
村
の
庄
屋
安

部
孫
左
衛
門
宅
に
一
泊
。
以
後
の
行
程
六
日
町
（
今
中
捨
太
郎
を

訪
問
）・
浦
佐
・
小
千
谷
（
西
脇
吉
郎
右
衛
門
を
訪
問
、
一
泊
）・

長
崎
（
渡
里
町
の
旅
籠
屋
与
三
兵
衛
方
に
宿
泊
）・
与
板
（
国
上
寺

に
滞
留
）・
曽
根
村
・
内
野
村
・
鎧
潟
・
新
潟
（
宿
泊
、『
滑
稽
旅

烏
』
中
の
記
述
参
照
）・
水
原
（
町
は
ず
れ
の
青
楼
亀
屋
に
遊
ぶ
）・

大
安
寺
村
（
塚
口
氏
を
訪
問
、
滞
留
）・
五
番
町
（
こ
こ
か
ら
新
津

へ
の
間
に
泉
水
（
石
油
）
に
出
会
う
）・
新
津
・
三
条
・
地
蔵
堂

（
杵
屋
に
一
泊
）・
出
雲
崎
（
山
崎
氏
宅
に
滞
留
）・
柏
崎
（
旅
籠
屋

永
井
又
兵
衛
方
に
滞
留
）・
米
山
・
高
田
（
以
下
略
）。

の
二
度
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
に
は
こ
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
の
が
葛
塚

と
あ
る
。
葛
塚
は
水
原
と
新
潟
の
間
に
位
置
す
る
。
尚
々
書
に
よ
れ
ば
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葛
塚
の
手
前
の
水
原
で
は
市
嶋
右
二
郎
の
世
話
に
な
っ
た
旨
が
記
さ
れ

て
い
る
。
①
の
記
述
は
必
ず
し
も
こ
の
手
紙
内
容
と
は
一
致
せ
ず
、
文

化
十
五
年
の
旅
の
模
様
の
方
が
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
越
後
行
き

の
行
程
の
一
部
は
、
水
原
か
ら
葛
塚
へ
と
な
る
。
つ
ま
り
、
本
手
紙
の

執
筆
は
文
化
五
年
の
旅
と
推
測
さ
れ
、
水
原
青
楼
亀
屋
で
遊
ん
だ
も
の

と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
一
九
の
越
後
行
き
が
前
記
の
二
回
で
あ
る
な

ら
ば
、
一
九
が
以
前
に
世
話
に
な
っ
た
宛
先
人
は
文
化
十
一
年
の
旅
の

折
に
世
話
に
な
っ
た
人
物
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、『
滑
稽
旅
烏
』
に
は
水
原
の
は
ず
れ
の
亀
屋
（
と
思
し
き
と
こ

ろ
）
で
昼
食
を
も
て
な
さ
れ
る
一
九
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

書
に
は
一
九
を
も
て
な
し
た
と
思
わ
れ
る
人
物
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
こ
の
人
物
と
市
嶋
右
二
郎
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
か
否
か
は
現
時

点
で
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
作
の
中
に
「
こ
の
ほ
ど
の
甚
暑
」
と

あ
る
が
、
こ
の
記
述
も
日
付
と
一
致
し
て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
。

　

こ
の
手
紙
は
特
別
な
要
件
を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
前
記
の
通
り

ご
機
嫌
伺
い
的
な
手
紙
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
手
紙
か
ら
は
筆

ま
め
で
他
人
と
の
関
係
に
と
て
も
気
を
遣
う
一
九
の
人
物
像
が
み
て
と

れ
る
。
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
気
を
遣
い
、
自
分
の
こ
と

も
さ
り
な
が
ら
、
他
人
に
対
す
る
人
一
倍
の
気
遣
い
が
こ
の
手
紙
か
ら

も
窺
え
る
。


